
 

  

 

TOTO株式会社(本社：福岡県北九州市、社長：喜多村 円)は、TOTOタイランド（TOTO (THAILAND) CO., LTD.）

が新たに取得した敷地に、ウォシュレット生産工場（TOTOタイランド第 3工場（仮称））を建設します。 

TOTOではウォシュレットを海外市場での重要な戦略商品と位置づけています。2018年度から始まった中期経営

計画「TOTO WILL2022」では 2022年度、海外市場における年間出荷台数200万台以上を目指しており、今後アジア、

アメリカなど世界で増加するウォシュレットの需要を見据えて生産体制を充実させます。 

工場の建設にあたっては、最新設備の導入によって生産性の向上を図るほか、ＬＥＤ照明や、樹脂成形エリアで

の置換空調など、高効率機器の導入に加え、再生水利用による工場排水ゼロにも取り組み、環境に配慮した工場

を実現します。 

新工場はウォシュレットの量産工場と位置付け、2018年 5月より着工し、2020年 4月からの本格稼動を目指しま

す。本工場は TOTOグループの国内外を合わせたウォシュレット生産拠点としては 5拠点目、海外の生産拠点とし

ては 3拠点目になります。 

TOTO は、“日本のきれいなトイレ文化”の代表商品である温水洗浄便座のグローバルなトップメーカーとして、

世界のお客様に「ウォシュレット」を愛用していただくべく、努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ウォシュレット海外生産体制の変遷 

  

 

 

 

2018年 4月 24日 

 海外住設事業＿ 

TOTO タイランド第 3工場（仮称）の外観イメージ 

1997年 5月 

 

1999年 5月 

 

TOTO MALAYSIA SDN.BHD. にてウォシュレット生産開始 
＊当時の社名は TOTOKIKI(MALAYSIA) SDN.BHD.（2008年に商号変更） 
 

東陶(上海)有限公司 にてウォシュレット生産開始 
＊当時の社名は東陶機器(上海)有限公司（2007年に商号変更） 

世界で増えるウォシュレット※の需要増加を見据え 

タイに新たなウォシュレット生産工場を建設 
～2022年度に海外市場におけるウォシュレット出荷台数年間 200万台以上を目指す～ 

※「ウォシュレット」は TOTO株式会社の登録商標です 
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TOTO タイランド第 3工場（仮称）について 

生産品目 温水洗浄便座「ウォシュレット」等 

投資金額 約 37億円 

所 在 地 TOTO (THAILAND) CO., LTD.が立地するヘマラート工業団地内 

工場概要 
敷地面積 ：約 49,000㎡ 
建       屋 ：約 18,000㎡ （延床面積） 
生産能力 ：約 45万台／年  

 

TOTO タイランドについて 

社    名 TOTO (THAILAND) CO., LTD. 

社    長 鈴木 裕之 

事  業 衛生陶器等の製造・販売 

住    所 77 Moo 5 HSIL Industrial Zone Saraburi Tumbon Nongplamor, Nongkae, Saraburi 18140, 
Thailand 

敷地面積 約 100,000㎡ ※TOTO タイランド第 3工場（仮称）を除く 

 


